
大学名 富山大学・金沢大学

表題 地域間・大学間の垣根を越えた共同教員養成課程（富山大学×金沢大学）

別紙２
第74号 特集タイトル
「未来社会に向けた教員養成」

多様化、複雑化した教育現場に対応できる高度なスキルを有する教員の養成を目指して、富山大学と金沢大学は共同教員
養成課程を設置した。各々の専門知である富山大学が強みを持つ「人間発達学」という学術領域と、教員養成の実績がある
金沢大学の「学校教育学」を融合し、両大学が協働して先進知を生み出し、未来社会に対応できる教員を養成する。なかでも、
教育実践では、１～４年の全年次において「富山県」、「石川県」の学校現場で学校体験や教育実習を行う。

未来社会に向けた
教員を養成中！

これからの教育に
必要な新知識を修得

教員養成課程の特徴：未来の課題に即応する

学生交流：地域の違いを知り多様性を獲得

両大学の専門性を活かした【先進的教育科目】（6テーマ全14単位）

【インクルーシブ教育】：様々な特性を持つ子どもがともに学ぶ
【中学校・高等学校における特別支援教育】：特別支援の現状を学ぶ
【小学校プログラミング教育】：未来を担う子どもたちへのデジタル教育
【富山県・石川県の教育実践】：地域それぞれの特性とその活用を実践
【国際化と学校教育】：日本で学ぶ外国人児童・生徒の現状と課題理解
【SDGs教育実践】：子どもたちが生きる持続可能な未来をつくる実践科目

- 必修 - 野外体験活動（6月/7月）

小中学校で実施される野外体験活動の目的と学習効果
を学ぶ。両大学の学生が、富山・石川両県の教育施設で
合宿をとおして交流

- 課外 - エクスカーション（5月/11月）

両大学の学生が富山・石川それぞれの地域でエクスカー
ションを企画し、相互交流を行う

参考URL 両大学の学生が交流する野外体験活動

先進知

専門知
これまでの教員養成の
基礎・基本を確かな土台として

専門知と先進知を併せ持つ教員養成を目指す

富山：https://www.edu.u-toyama.ac.jp/jite/
金沢：https://edu.w3.kanazawa-u.ac.jp/

全学生
必修科目

https://www.edu.u-toyama.ac.jp/jite/
https://edu.w3.kanazawa-u.ac.jp/

	スライド番号 1

